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サ ム エ ル の よ う に

菊 池 泰 子

《恵みに生かされて》

　

か
ら
は
、
夜
中
に
神
様
か
ら
呼
ば
れ

る
こ
と
が
私
に
も
起
き
る
の
だ
ろ
う

か
と
、
カ
ー
ド
を
見
な
が
ら
真
剣
に

考
え
た
。
サ
ム
エ
ル
に
は
エ
リ
が
い

た
か
ら
、「
こ
れ
が
神
様
の
声
」
と
知

る
こ
と
が
で
き
た
け
れ
ど
、
私
に
は
一

体
誰
が
そ
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る

の
だ
ろ
う
？
　
そ
の
時
、「
主
よ
、
お

話
し
下
さ
い
。
僕
は
聞
い
て
お
り
ま

す
」
と
恐
れ
ず
に
返
事
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
？

　
日
々
の
暮
ら
し
、
教
会
生
活
、
社
会

の
動
き
に
心
乱
れ
迷
う
こ
と
が
多
い
こ
の

頃
、
夜
の
静
寂
の
中
で
じ
っ
と
神
様
の
声
に

耳
を
傾
け
る
サ
ム
エ
ル
の
姿
が
、
遠
い
記
憶

の
底
か
ら
再
び
表
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ

た
。
サ
ム
エ
ル
の
よ
う
に
応
答
す
る
機
会

は
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
来
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　（
小
金
井
聖
公
会
信
徒
）

　
子
供
の
頃
、
真
夜
中
に
目
が
覚

め
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
一
緒

に
寝
て
い
た
両
親
の
寝
息
が
聞
こ

え
る
か
ら
怖
い
と
思
う
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
天
井
に
映
る
不
思
議

な
光
の
模
様
を
じ
っ
と
見
つ
め
、

家
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
く

る
物
音
に
耳
を
そ
ば
だ
て
て
、
そ

こ
か
ら
展
開
さ
れ
る
空
想
の
世
界

に
遊
び
な
が
ら
眠
く
な
る
の
を

待
っ
た
。
ま
だ
「
神
様
」
と
い
う

言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
年
頃
だ
っ

た
が
、
暗
闇
の
中
に
た
だ
ひ
と
り
起
き
て
い

た
体
験
は
、
日
常
と
は
何
か
違
っ
た
特
別
な

感
覚
と
し
て
、
今
も
鮮
明
に
思
い
出
す
こ
と

が
で
き
る
。

　
こ
の
記
憶
と
重
な
っ
て
、
白
い
寝
間
着
姿

で
手
を
組
み
、
跪
い
て
祈
る
少
年
サ
ム
エ
ル

の
姿
が
描
か
れ
た
カ
ー
ド
の
こ
と
も
思
い
出

す
。
日
曜
学
校
で
サ
ム
エ
ル
の
話
を
聞
い
て
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◇
10
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
日
曜
給
食
活
動

の
た
め
▽
教
役
者
緊
急
援
助
資
金
の
た

め
▽
月
島
聖
ル
カ
保
育
園
の
た
め
▽
こ

ど
も
の
た
め
の
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
の
働
き

の
た
め
▽
社
会
事
業
の
日(

特
定
25
）

　
◆
と
こ
し
え
の
平
安

10
月
２
日
　
矢
野
　
忠
雄
（
101
）

聖
三
一

10
月
２
日
　
安
藤
　
俊
子
（
90
）

　
聖
バ
ル
ナ
バ

　
◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

10
月
18
日
（
水
）
10
時
半
　
　
　

主
教
座
聖
堂

　  

　
説
教
者
　
執
事
　
神
崎
和
子

▽
司
祭 

山
田
助
次
郎
▽
主
教 

松

井
米
太
郎
▽
司
祭 

河
合
良
隆
▽
司

祭 

遠
藤
敏
雄
▽
司
祭 

青
木
毅
三

 今週・来 週 の予 定

１０月１５日～２８日

１５（日）聖霊降臨後第１９主日

１６（月）財政委員会

１８（水）教役者レクイエム

　　　　（主教座）

正義と平和・運営委員会

聖職養成委員会

２０（金）山手Ｇ牧師協議会

　　　　 （聖十字）

常置委員会

信徒講座：教会改革の足

跡

２１（土）信徒講座：聖公会の信仰

と生活　　　　（神田）

２２（日）聖霊降臨後第２０主日

主教巡回 聖ルカ礼拝堂

２４（火）銀座朝祷会

多摩Ｇ牧師協議会

２７（金）教役者会

信仰と生活委員会

▽
主
教 

八
代
斌
助
▽
主
教 

高
瀬

恒
徳
▽
司
祭 

牛
島
惣
太
郎
▽
司
祭

副
島
虎
十
▽
伝
道
師 

長
尾
よ
つ
▽

伝
道
師 

前
田
華
江
▽
司
祭 

坂
下

内
匠
▽
主
教 

山
田
　
襄
▽
司
祭

竹
之
内
瑞
男
▽
司
祭 

岡
　
精
三

　
◇
秋
の
バ
ザ
ー
２
　

10
月
29
日
（
数
字
は
開
催
時
間
）
　

　
三
光
（
11
半
～
15
）
　

　
聖
パ
ウ
ロ
（
12
～
15
）
　

　
目
白
（
11
～
14
）
　

　
神
田
キ
リ
ス
ト
（
11
半
～
14
）
　

　
聖
救
主
（
10
～
14
）
　

　
聖
三
一 

（
12
～
15
）

　
聖
十
字
（
11
～
14
）
　

　
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト（
12
半
～
15
半
）

　
聖
マ
ル
チ
ン
（
12
～
15
）
　

　
立
教
諸
聖
徒
（
11
半
～
14
半
）
　

　
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
（
11
～
14
）
　

　（こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
）
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▽
信
仰
と
生
活
委
員
会
で
す
す
め

て
い
る
竹
内
謙
太
郎
司
祭
に
よ
る
新

シ
リ
ー
ズ
講
座
「
教
会
改
革
の
足

跡
～
キ
リ
ス
ト
教
変
貌
の
軌
跡

～
」
が
今
週
20
日
（
金
）
19
時
、
教

区
会
館
で
ス
タ
ー
ト
す
る
＝
既
報
。

毎
月
第
３
金
曜
で
10
回
講
座
。
聴
講

は
各
回
五
百
円
。

　
▽
同
じ
く
西
原
廉
太
司
祭
に
よ
る

講
演
会
「
聖
公
会
の
信
仰
と
生

活
」
が
今
週
21
日
（
土
）
14
時
、
神

田
キ
リ
ス
ト
教
会
で=

既
報
。
中
部

教
区
所
属
で
立
教
大
学
で
教
鞭
を
と

り
つ
つ
Ｗ
Ｃ
Ｃ
中
央
委
員
・
世
界
聖

公
会
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
関
係
常
置
委

員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
講
師
の
、

11
月
18
日
と
２
回
に
わ
た
る
講
座
。

来
聴
歓
迎
、
各
五
百
円
。

　
▽
東
京
諸
聖
徒
教
会
で
は
、
メ

リ
―
ラ
ン
ド
教
区
「
王
な
る
キ
リ
ス

ト
教
会
」か
ら
ク
リ
ス
・
リ
ー
司
祭
夫

妻
と
信
徒
３
人
を
迎
え
、
10
月
25
日

～
11
月
２
日
、
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

過
ご
す
。
一
九
八
六
年
か
ら
交
流
が

始
ま
り
青
年
を
中
心
に
６
回
、
訪
問

す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
、
来
訪
を
迎

え
る
の
は
今
回
で
３
回
目
。
創
立
一

二
五
周
年
記
念
礼
拝
（
10
月
29
日
）

を
共
に
し
、
ま
た
諸
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
し
て
「
キ
リ
ス
ト
に
あ
る
交
わ

り
」
を
深
め
合
う
機
会
と
な
る
。

　
▽
聖
堂
創
立
50
周
年
を
迎
え
た
聖

オ
ル
バ
ン
教
会
は
10
月
29
日（
日
）

10
時
か
ら
記
念
礼
拝
を
捧
げ
る
。
説

教
は
植
田
仁
太
郎
主
教
。
初
代
牧
師

ロ
バ
ー
ト
・
Ｍ
・
ス
ミ
ス
司
祭
も
ア
メ

リ
カ
か
ら
子
息
に
伴
わ
れ
て
参
列
。

記
念
行
事
と
し
て
14
時
か
ら
、
プ
リ

マ
ス
・
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
教
会

（
米
国
シ
ア
ト
ル
）
の
オ
ル
ガ
二
ス

ト
、
ダ
グ
ラ
ス
・
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド

さ
ん
に
よ
る
オ
ル
ガ
ン
演
奏
会
を
。

入
場
料
二
千
五
百
円
。
照
会
電
話
＝

03
（
３
４
３
１
）
８
５
３
４
。

　
▽
五
本
木
九
条
の
会
主
催
〈
憲

法
を
学
ぶ
〉
第
９
回
講
演
会
「
子
ど

も
た
ち
へ
語
り
継
ご
う
！
平
和
憲

法
」
が
10
月
25
日
（
水
）
18
時
半
か

ら
聖
パ
ウ
ロ
教
会
で
開
か
れ
る
。
講

師
西
原
美
香
子
さ
ん
は
中
部
教
区
岡

谷
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
信
徒
で
、「
平
和

を
実
現
す
る
キ
リ
ス
ト
者
ネ
ッ
ト
」

メ
ン
バ
ー
。
子
ど
も
た
ち
の
声
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
平
和
へ
の
思
い

が
語
ら
れ
る
。照
会
は
会
場
教
会
宛
、

03
（
３
７
１
０
）
６
０
３
１
。

　
▽
教
区
関
連
墓
地
礼
拝
は
11
月

１
日
（
諸
聖
徒
日
・
水
）
と
２
日
に

諸
所
で
さ
さ
げ
ら
れ
る
＝
次
号
で
詳

細
を
掲
載
予
定
。
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
23

　 

世
界
の
聖
公
会
の
今
　（
２
）

　
話
題
が
再
び
、
同
性
愛
者
を
ど
う

受
け
入
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に

戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
今
、
そ
の

こ
と
で
世
界
の
聖
公
会
が
揺
れ
て

い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
の
で
、

こ
の
話
題
を
お
許
し
下
さ
い
。
個
人

と
し
て
教
会
と
し
て
多
様
な
立
場

が
あ
り
う
る
と
思
い
ま
す
。

　
世
界
の
多
く
の
社
会
で
、
同
性
愛

は
、
少
く
と
も
病
気
や
欠
陥
と
し
て

治
療
す
べ
き
対
象
と
は
な
っ
て
い

な
い
し
、
そ
の
性
へ
の
指
向
性
そ
の

も
の
が
不
道
徳
で
あ
る
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
性
に
ま
つ
わ
る

不
道
徳
な
行
動
は
、
異
性
愛
者
間
に

も
同
性
愛
者
間
に
も
あ
り
ま
す
。
同

様
に
、
性
に
対
す
る
誠
実
で
忠
実

な
在
り
方
は
、
異
性
愛
者
間
に
も

同
性
愛
者
間
に
も
あ
る
と
い
う
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
認
め
ら

れ
な
い
、
と
い
う
社
会
も
人
間

も
、
そ
し
て
教
会
も
あ
り
ま
す
。
ア

フ
リ
カ
の
あ
る
社
会
で
は
、
同
性

愛
は
犯
罪
と
さ
れ
、
処
罰
の
対
象

で
さ
え
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
社

会
で
は
、
当
然
、
同
性
愛
者
で
あ
る

と
公
言
す
る
人
を
、
一
般
社
会
で

あ
れ
、
教
会
で
あ
れ
、
責
任
あ
る
立

場
に
任
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
同
性
愛
者
で
あ
る
と

み
ず
か
ら
公
言
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
く
り
返
し
ま
す
が
、
自
分
は
見

境
い
な
く
同
性
愛
的
性
行
動
を
し

ま
す
と
い
う
宣
言
で
は
な
く
て
、

自
分
の
人
格
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
（
自
分
で
あ
る
こ
と
の
本

質
）
の
一
部
と
し
て
、
自
分
は
同
性

愛
（
指
向
）
者
で
あ
る
か
ら
、
そ
う

い
う
人
間
と
し
て
認
め
て
欲
し

い
、
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
多
様
な
見
方
が
さ

れ
て
い
る
世
界
に
散
ら
ば
る
聖
公

会
が
、
た
っ
た
ひ
と
つ
の
見
方
で

ま
と
ま
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能

で
す
。
違
っ
た
成
り
立
ち
や
違
っ

た
価
値
観
を
持
つ
異
な
っ
た
社
会

で
生
き
て
い
る
教
会
が
、
そ
の
コ

ン
テ
キ
ス
ト
で
誠
実
に
生
き
て
ゆ

く
こ
と
を
認
め
合
わ
な
い
限
り
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
聖
公
会
的

「
多
様
性
の
中
の
一
致
」
は
最
早
、

そ
の
ま
ま
で
は
守
れ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

 
  
 
  
  
 
  

主
教
　
植
田
仁
太
郎


